
雅
が

楽
が く

とオーケストラを比べてみよう

１． 雅楽で使われる楽器

   教科書 79 ページの写真は、雅楽のなかでも、楽器だけで合
がっ

奏
そ う

する「 管
かん

絃
げん

（ 管
かん

弦
げん

）」

と呼
よ

ばれる種類のものの、 演奏の様子です。

   写真手前から、 打ち物（ たいこの仲間）、 ひき物（ ことなど、 弦をはじく楽器）、 ふ

き物（ 笛の仲間） の順に並
なら

んでいます。

  弦楽器や管楽器、 打楽器が使われる大きな合奏であるオーケストラと少し似て

いますね。
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　　あれ？　雅楽も何人もの人がいっしょに演奏する合奏なのに、 指
し

揮
き

者がいませんね！　

演奏する人たちはどうやって音を合わせているのでしょうか。

　　その秘
ひ

密
みつ

は、 使われている楽器の役
や く

割
わり

にあるのかもしれません。 それぞれの楽器に

ついて調べてみましょう。

★打ち物

鉦
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鼓
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…　　  青銅でできた鉦
かね

です。 お皿のような形の鉦の、 へこんでいる側を２本の

ばちで打ちます。

釣
つ り

太
だい

鼓
こ

…　 ２本のばちで太鼓の片
かた

面を打ちます。

鞨
かっ

鼓
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… 細いばちで皮の両面を打ちます。 この楽器が、 管絃全体の速度などを

リードする、 指揮者のような役割をしています。
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